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令和５年大網白里市議会第２回定例会文教福祉常任委員会会議録

日時 令和５年６月１３日（火曜日）午前１０時０７分開会

場所 本庁舎 ３階 第一会議室

出席委員（６名）

森 建 二 委 員 長 小 倉 利 昭 副委員長

林 正清子 委 員 秋 葉 好 美 委 員

堀 本 孝 雄 委 員 宮 間 文 夫 委 員

─────────────────────────────────────────────────

出席説明員

─────────────────────────────────────────────────

事務局職員出席者

教 育 委 員 会
管 理 課 長

石 原 治 幸 管理課副課長 松 本 剣 児

議会事務局長 岡 部 一 男 主 査 山 本 卓 也

主 任 書 記 小笠原 勇
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議事日程

第１ 開会

第２ 委員長あいさつ

第３ 協議事項

（１）請願及び陳情（新規付託案件）の審査

・請願第 １号 「国における2024年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願

・請願第 ２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

・陳情第 ５号 小中学校の学校給食費の保護者負担無償化を求める陳情

・陳情第 ６号 少子化の前にイジメ自殺者の対策に関する陳情

（２）条例等付託議案の審査

・議案第 ５号 大網白里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について

（管理課）

第４ その他

第５ 閉会
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─────────────────────────────────────────────────

◎開会の宣告

○副委員長（小倉利昭副委員長） それでは、ただいまから文教福祉常任委員会を開催いたし

ます。

（午前１０時０７分）

─────────────────────────────────────────────────

◎委員長あいさつ

○副委員長（小倉利昭副委員長）最初に委員長から挨拶をお願いいたします。

○委員長（森 建二委員長） 皆様ご苦労さまです。

今回、当常任委員会で協議する内容は請願が２件、陳情が２件と議案が１件になります。

いずれも重要な案件でございますので、慎重な審査をよろしくお願いいたします。

なお、本日もＡＩ反訳システムを使用いたしますので、発言者の皆様は必ずマイクの使用

をお願いいたします。

○副委員長（小倉利昭副委員長） ありがとうございました。

続きまして、協議事項に入らせていただきます。

委員長、進行をお願いいたします。

─────────────────────────────────────────────────

○委員長（森 建二委員長） 傍聴者は以上でよろしかったですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） 本日の出席委員は６名です。

委員会条例第14条の規定による定足数に達しておりますので、会議は成立いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎請願第１号 「国における2024年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する

請願

○委員長（森 建二委員長） それでは、まず請願の審査を行います。

請願第１号 「国における2024年度教育予算拡充に関する意見書」採択に関する請願の審

査を行います。

請願の内容については、既にお配りしておりますので、朗読は省略させていただきます。

それでは委員の方々の意見をお伺いいたします。

○宮間文夫委員 求められてるのですか。
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○委員長（森 建二委員長） もし、何かありましたらよろしくお願いします。

○宮間文夫委員 何もないです。

○委員長（森 建二委員長） 何もない。

○秋葉好美委員 じゃあすみません。

○委員長（森 建二委員長） 秋葉委員。

○秋葉好美委員 子どもたちが豊かな育ちと学びを支援する教育関係ということで、これ２ペ

ージに書いております、ＧＩＧＡスクール構想を推進し、学校現場における様々な課題に対

応できる環境を整えること、とございますけれども、本市もおそらく３年ぐらい前に入った

かと思うのですね。

その３年目にして、どのぐらいの勢いで各市町村のあれもデータも確か、令和３年度頃確

かあったかと思うのですが、ＧＩＧＡスクール、毎日のようにやっているかと思うのですが、

現在どのような状況かなっていうのがちょっと私も知りたいのですけれども、その辺、もし

分かればお伺いしたいなと思ったのですが。

○委員長（森 建二委員長） それは紹介議員に対するってことでよろしいですかね。

○秋葉好美委員 はい、紹介議員にもしお願いできれば、ＧＩＧＡスクールが本市においても

どのぐらい進められているのかなと。

非常に大事なこと･･･。

○委員長（森 建二委員長） 宮間委員お願いします。

○宮間文夫委員 事務局、じゃあ担当課を呼んで。

私が紹介議員として答弁することではないと思うので。

○岡部一男議会事務局長 暫時休憩をお願いします。

○委員長（森 建二委員長） 暫時休憩します。

（午前１０時１１分）

─────────────────────────────────────────────────

○委員長（森 建二委員長） それでは再開します。

（午前１０時１２分）

○秋葉好美委員 すみません。

○委員長（森 建二委員長） 秋葉委員、お願いします。

○秋葉好美委員 とりあえず私どもも教育委員会には聞いてきたんですよ。

聞いてきたんですけれども、我々、文教福祉常任委員会の中でもこういうＧＩＧＡスクー



－５－

ル、議員の方からも、やっぱり端末１人１台の端末っていうことは、非常に大事で３年前可

決して推進したわけですから、この文教福祉の中でも、どのぐらい進んでいるのかなってい

うのは、非常に大事なことだと思うので、私たちも知るべきかと思いまして、とりあえず私

どもは教育委員会の方に聞いて参りまして、大網白里市、この山武郡市内だけでも、かなり

６割程度は進んできているというお話をされてましたので、そのあとを追跡していくという

ことが非常に大事になってくるかなと思いましたので、ちょっと分かれば聞きたかったので

すけれども、すみません。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますでしょうか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） 続いて討論ですが、希望はありますか。

よろしいですか。

（「いいです」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それでは意見等が出尽くしたようなので、採決に移りたいと思

います。

お諮りいたします。

請願第１号を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○委員長（森 建二委員長） 賛成総員。

よって請願第１号は採択と決しました。以上で請願第１号の審査を終わります。

それでは採択となりましたので、意見書案を配付してください。

ただいま、意見書の案が配付されましたが、この意見書案で皆様よろしいでしょうか。

ご意見があればお願いいたします。

事務局、よろしいですか。

○岡部一男議会事務局長 委員長。

○委員長（森 建二委員長） 事務局長、お願いします。

○岡部一男議会事務局長 今ご覧になっていただきました、この意見書の案を基にいたしまし

て議会の最終日、20日の日の本会議に採決をいただき、その結果採択なりましたら議員の発

議となりますので、提出者は委員長、賛成者は他の委員の皆様という形で進めたいと思いま

すが、それでよろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（森 建二委員長） それでは、そのように準備をさせていただきます。

─────────────────────────────────────────────────

◎請願第２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書」採択に関する請願

○委員長（森 建二委員長） 続きまして、請願第２号 「義務教育費国庫負担制度の堅持に

関する意見書」採択に関する請願の審査を行います。

請願の内容については皆様にお配りしておりますので、朗読は省略をさせていただきます。

それではこの２号について、意見があればお願いいたします。

宮間委員、何かあればよろしいですか。

○宮間文夫委員 委員長。

○委員長（森 建二委員長） 宮間委員。

○宮間文夫委員 これ単年度予算の要望なので、本年も本市の方から請願として出していただ

けるよう、願意は妥当だと思いますので、よろしくお願いいたします。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますでしょうか。

林委員、何かよろしいですか。

○林 正清子委員 はい。

○委員長（森 建二委員長） 堀本委員よろしいですか。

○堀本孝雄委員 はい。

○委員長（森 建二委員長） 秋葉委員よろしいですか。

○秋葉好美委員 はい。

○委員長（森 建二委員長） 小倉副委員長、よろしいですか。

○副委員長（小倉利昭副委員長） はい。

○委員長（森 建二委員長） 次に討論ですが、希望者はありますか。

はい、それでは意見等が出尽くしたようなので採決に移りたいと思いますがよろしいでし

ょうか。

お諮りいたします。

請願第２号を採択することに賛成の委員の方の挙手を願います。

（賛成者挙手）

○委員長（森 建二委員長） 賛成総員。

よって請願第２号は採択と決しました。以上で請願第２号の審査を終わります。

それでは採択となりましたので、意見書案を配付してください。
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ただいま意見書の案が配付されましたが、この意見書案で皆様よろしいでしょうか。

ご意見等がありましたらお願いいたします。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それでは事務局長、お願いいたします。

○岡部一男議会事務局長 ただいまご覧いただいております意見書の案、この案を基に、20日

における議会最終日に本会議でも採決を行いまして、その結果、採択となりましたら、提出

者は委員長、賛成者はここにいらっしゃる委員の皆様とすることで提出してよろしいか、ご

協議をお願いします。

○委員長（森 建二委員長） 皆様よろしいでしょうか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それでは請願第２号の審査を終了いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎陳情第５号 小中学校の学校給食費の保護者負担無償化を求める陳情

○委員長（森 建二委員長） 続きまして、陳情の審査を行います。

陳情第５号 小中学校の学校給食費の保護者負担無償化を求める陳情の審査を行います。

陳情の内容については、既にお配りしておりますので朗読は省略をさせていただきます。

それでは、先ほどの協議会でも質問等があったかと思いますが、委員の方々の意見をお伺

いいたします。

秋葉委員。

○秋葉好美委員 お疲れ様でございます。

給食費の負担というのは本当にこの物価高騰に対することで、大変だなと。

家庭の本当にお母さん、お父さんたちは子供を育てるにおいて、一番ここの食というとこ

ろは先ほどもお話してましたけれども、すごく大事なところだなと思うところでございます。

ここのところ政府も、本当に子供子育ての方に非常にハンドルを変えて、子育て支援の方

に充実をさせているかなと思っております。

そんな中で、本市においても、この６月の補正の中にも、これから決まっていくのですけ

れども、県費の方で子どもの成長応援臨時給付金支援事業というものも出してきてくださっ

ております。

これは子育て世帯の支援を目的として、習い事や体験活動等の経費の負担を軽減するため

と、こういったのが県費の方で、できるわけでございます。
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それからもう１つが、国費の方ではですね、給食費ですか、給食費の、市の方も負担をし

てくださるということも補正の方で掲げてくださっております。

本市は特に、小学生が500円、中学生が600円かと思います。

その中で本当に財政厳しい中でも、本市もそういう補正予算でも組み込んでくださってお

りますし、国、県でもそのように負担軽減をしてくださっておりますので、多少の、先ほど

も堀本議員も仰っておりましたけれども、受益者負担は仕方がないのかなという部分で、親

御さんにもこの辺はちょっと分かっていただいて、ちょっとこの流れを汲んでいただければ

なという思いが私としてはございますので、よろしくお願いをしたいなと思っているところ

でございます。

以上です。

○委員長（森 建二委員長） 他にご意見ございますでしょうか。

宮間委員。

○宮間文夫委員 私は、この陳情第５号、願意は妥当だと思い賛成させていただきます。

以上。

○委員長（森 建二委員長） 他にご意見ございますか。

（「ありません」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） 次に討論ですが、希望者はありますか。

意見等が出尽くしたようなので、採決に移りたいと思いますがよろしいでしょうか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それではお諮りいたします。

陳情第５号を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○委員長（森 建二委員長） 賛成少数。

よって、陳情第５号は不採択と決しました。以上で陳情第５号の審査を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎陳情第６号 少子化の前にイジメ自殺者の対策に関する陳情

○委員長（森 建二委員長） 次に、陳情第６号 少子化の前にイジメ自殺者の対策に関する

陳情の審査を行います。

陳情の内容につきましては、既にお配りしておりますので朗読は省略させていただきます。

それでは委員の方の意見をお伺いいたします。
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秋葉委員。

○秋葉好美委員 本市にこのいじめ防止基本方針というのは、令和５年度、ホームページを開

きますとですね、白里小学校の例ですけれども、本当に命の大切さとか、色んなものをしっ

かりと書いてくださっている。

その中で、この陳情をされてる方は、こういったホームページも開いた上での、こういう

陳情を掲げているのかなと、本市の教育委員会も色んな子供たちと道徳関係もこのまま学び

ながら、しっかりとこのいじめに対して取り組んでいるというところも、本当にこの８ペー

ジ、９ページに掲げましてね、12ページまでありますかね、窓口もしっかりとしております

ので、そういったところも汲みながらの、このいじめの方の陳情を掲げてるのかなっていう

ので、ちょっと疑問点が私は湧いたのですけれども、こういった意味で皆さんも、ぜひこの

ホームページを開いていただいて、本市の教育委員会もしっかりとですね、保護者の皆様と

取りながら、タッグを組みながら、しっかりとこのいじめ防止基本方針に則りながら、頑張

っているということもございますので、その辺もしっかりと学んでいただきたいなと思いま

したので、私はとりあえずそう感じた次第でございます。

以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） 他にご意見ございますか。

堀本委員。

○堀本孝雄委員 私は今ひとつ、このいじめ絵画鑑定発見できる人、多分これ、清水さんがそ

のような判定を私はできますよ、というようなことだと思うのですけれど、これ今ひとつよ

く分からないのですよ。

これ本当にそういう実績があって、しているのかどうか、それもちょっと不確定でありま

してですね、どうしてもこういう色彩絵画判定ですか、これでできるかということはね、ち

ょっとその取り組みとして、どうかなというふうに私は思いますので、これをこの陳情を全

部採択することについて私は、反対したいと思います。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますか。

林委員、よろしいですか。

はい林委員。

○林 正清子委員 私もこの陳情の方、事務所に来られたりするのですけれども･･･。

○委員長（森 建二委員長） 林委員、もう少し声を張っていただいて。

○林 正清子委員 事務所に来られたりするのですけれども、この内容からちょっとやっぱり
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理解し難いと。

もう少し内容から理解がされたらという、ちょっと残念な思いで見させていただいてるん

ですけれども、以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） 他にご意見ございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） 意見等が出尽くしたので、討論、希望の方はいらっしゃいます

か、よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それではお諮りいたします。

陳情第６号を採択することに賛成の方の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○委員長（森 建二委員長） 賛成なし。よって陳情第６号は不採択と決しました。

以上で陳情第６号の審査を終わります。

─────────────────────────────────────────────────

◎議案第５号 大網白里市幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について

○委員長（森 建二委員長） それでは、付託議案の審査を行います。

まず担当課から付託議案について説明を受け、説明終了後に付託議案の採決を行います。

議案第５号 大網白里市幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。

教育委員会管理課を入室させてください。

（教育委員会管理課 入室）

○委員長（森 建二委員長） 管理課の皆さんご苦労さまです。

ただいま、当常任委員会に付託となった議案について審査を行います。

時間の関係もありますので、説明は簡潔明瞭にお願いいたします。

なお、説明終了後に各委員から質問があった際は、挙手の上、委員長の許可を求めてから

速やかにお答えください。

はじめに課長から職員のご紹介、そして議案第５号についての説明をお願いいたします。

石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 隣が副課長の松本でございます。

○松本剣児管理課副課長 松本です。よろしくお願いいたします。
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○石原治幸教育委員会管理課長 私、課長の石原です。よろしくお願いします。

それでは着座にて説明させていただきます。

議案第５号 大網白里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について、ご説明

いたします。

本案は、令和６年４月から大網幼稚園と瑞穂幼稚園を統合することに伴い、大網白里市立

幼稚園設置条例の一部を改正する条例を制定しようとするものでございます。

改正の概要は、大網幼稚園を令和６年３月31日をもって廃止するほか、所要の改正を行い

ます。

施行日は令和６年４月１日です。以上、よろしくお願いいたします。

○委員長（森 建二委員長） ただいま説明のありました議案第５号について、ご質問等があ

ればお願いいたします。秋葉委員。

○秋葉好美委員 これは、大網幼稚園と瑞穂幼稚園は統合するわけなのですけれども、場所的

には、どちらの方面なんですか。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 こちらの方は、大網幼稚園を廃止して瑞穂幼稚園と統合にな

ります。

○秋葉好美委員 分かりました。以上です。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますか。宮間委員。

○宮間文夫委員 これ来年の４月１日から統合して、現在の瑞穂幼稚園で園児を預かるのです

が、６年３月31日まで大網幼稚園に通っている園児は、卒園する人はいないよね。

４月だから、卒園しちゃうのか。

そうすると、令和６年４月１日から大網幼稚園の園のエリアっていうか、そういう園児は、

瑞穂幼稚園に通うのに、市としては何かの手だてをされてますか。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 まず、５歳児につきましては、３月いっぱいということで、

大網幼稚園で卒園式をやります。

３歳児、４歳児につきましては、まず入る前にご説明をして、一緒になりますよというこ

とをご説明した上で、３歳児、４歳児は入ってます。

さらに色々お話を聞いて、移動するわけですけれども、例えば駐車場の問題ですとか、あ

と子供たちが交流するに当たって、いきなり瑞穂幼稚園に行くのではなくて、今現在も両園
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の園児たちと交流をしながらということで、進めております。

以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） 宮間委員、よろしいですか

○宮間文夫委員 委員長。

○委員長（森 建二委員長） 宮間委員。

○宮間文夫委員 こういうことになると、色々不都合なことも起きてくるかも分かりませんの

で。

市の考えで行ったことですから、支障のないようにサポートしていただくようにお願いい

たします。以上です。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますか。堀本委員。

○堀本孝雄委員 今現在、大網幼稚園、瑞穂幼稚園の定員について、何名在籍しているのかの

１点と、今回統合はどういう意味合い、どういう面で、多分人数の関係で統合という形にな

ったと思うのですけれども、この統合について、第６次総合計画では認定こども園について

の編成そういうものも検討するというような形で、この統合についての段階で認定こども園

についての可能性も検討されたのかどうか、その点の２点についてお聞きしたいと思います。

○石原治幸教育委員会管理課長 委員長。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 まず、園児数ですけれども、大網幼稚園については、現在、

３歳児が13名、４歳児が14名、５歳児が12名。

瑞穂幼稚園につきましては、３歳児が10名、４歳児が７名、５歳児が９名ということで、

大網幼稚園39名、瑞穂幼稚園が26名でございます。

それとこれについては、平成30年の８月に「公立幼稚園・公立保育所のあり方について」

を策定しております。

こちらは議員さんの方にもご説明をしたところですけれども、この中で大網地区につきま

しては、この公立幼稚園の統合ということが一応謳われて、令和３年の６月に統合する方針

を決定しております。

これについては、市議会の方には事務報告をしているという流れになっております。

以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） 堀本委員よろしいですか。

○堀本孝雄委員 はい。
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○委員長（森 建二委員長） 他になければ、私の方から。

私も子供が大網幼稚園に通っていましたので、無くなることそのものは大変残念な気はい

たしますが、これはもう財政上の問題ですとか、あとは建物のおそらく老朽化の問題ですと

かが１つ大きい問題になってくるのだろうなと思います。

ちなみに、現在の見た感じで、正直大網幼稚園、かなり綺麗ではない状況ではありますけ

れども、耐震強度ですとか建物について、現状どのようなものであるのかをお伺いしたいこ

とと、来年度、大網地区、現大網幼稚園の学区と言えばいいのか、からの入園予定者が現在

何名になるのでしょうか、お願いします。

○石原治幸教育委員会管理課長 委員長。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 大網幼稚園については、昭和49年に建てられて、48年経過し

ております。

こちらについては小中学校と同じ時期に耐震の検査をしておりますので、そちらの方は大

丈夫ということで、耐震工事等を行っておりません。

それと入園ですけれども、募集をかけるのは、秋に一応募集するのですけれども、今まで

通りきちんと説明した上でっていう形になります。

以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） ありがとうございます。

大網白里市は民間の保育園ですとか、幼稚園ですとかと良い意味で連携をしながら、そこ

はうまく僕は進めてらっしゃるなとは考えてますので。

先ほど宮間委員からもお話がありましたが、色んな形で、多分どうしても齟齬というか、

苦情まではいきませんけれども、やはり無くなることそのものに対するハレーションってい

うものは出てくると思いますので、説明をきちんとしながら、こちらについては漏れのない

ようにお願いできればと思いますので、よろしくお願いいたします。

○秋葉好美委員 はい。

○委員長（森 建二委員長） 秋葉委員お願いします。

○秋葉好美委員 そんな中で今、森委員長からも仰ってましたけれども、瑞穂幼稚園、前に雨

漏りしたというお話も聞いたことが事あったのですけれども。

インフラ、それから耐震、その辺のところの部分ってのは新しくまたね、統合するわけな

んですが、そういったものの不安みたいなものは払拭されているのですか、大丈夫ですか。
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○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 雨漏りに関しましては、職員の方が定期的に見てますけれど

も、実際、月に１回は校長会議等ありますので、その辺については、特に今現在伺っており

ません。

それと施設の方の点検ということで、定期的に、教育長含め小中学校長も含めて施設の確

認というのをしているのですけれども、３年前に行って、今度、今年また教育長を先頭に施

設の方を確認をして、必要に応じて対応していくという考えでおります。

以上でございます。

○秋葉好美委員 ありがとうございます。結構です。

○委員長（森 建二委員長） その他ご意見等ございますか。

○堀本孝雄委員 例えば大網幼稚園が今39名ですか、在籍してるということで、これ、多分3、

40人、４月１日に入ると思うのですけれども、通園についての、通園のバスだとか待機場と

かありますけれども、そういう面での大網幼稚園からの送り迎えについての心配はないです

か、その辺は対応ができるような状況になってますか。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 実際、最初に入る前に色々ご説明をした中で、特に送迎バス

を出してくれということはございません。

現状もですね、歩いて送るというよりは、旧大網小学校を使って、車で送迎している状態

ですので、それがちょっと瑞穂に移ったということで、特にその送迎について、色々苦情と

かはありません。

ただ、駐車場の必要がありますので、そこは現地を確認して大丈夫な状況となっておりま

す。以上でございます。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますか。

小倉副委員長。

○副委員長（小倉利昭副委員長） １つだけ。

統合後の大網幼稚園がどのようになるのか、その辺、現段階で何か具体的なものはありま

すか。

○委員長（森 建二委員長） 石原課長。

○石原治幸教育委員会管理課長 こちらにつきましては、蓮照寺さんの方と年１回契約はして

ますので、その時にお話は伺っております。
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実際には、建物を壊して更地にしていただきたいというのは向こうの希望です。

こちらとしても、老朽化してますし、借地でお金を払ってますので、できるだけ早くその

対応はしたいと考えております。以上でございます。

○副委員長（小倉利昭副委員長） 了解です。ありがとうございました。

○委員長（森 建二委員長） 他にございますでしょうか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それでは管理課の皆さん、退席していただいて結構です。

お疲れ様でした。

（教育員会管理課 退室）

○委員長（森 建二委員長） それではこれより、議案の取りまとめを行います。

議案第５号 大網白里市立幼稚園設置条例の一部を改正する条例の制定について改めてご

意見及び討論等はございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） それでは付託議案に対する審査結果の採決を行います。

議案第５号について原案のとおり決することに賛成の委員の挙手を求めます。

（賛成者挙手）

○委員長（森 建二委員長） 賛成総員。

よって、議案第５号は可決いたしました。

以上で当委員会に付託された請願、陳情及び議案の審査を終了いたします。

─────────────────────────────────────────────────

◎その他

○委員長（森 建二委員長） その他について何かございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（森 建二委員長） なければ以上で、協議事項とその他を終了したいと思います。

─────────────────────────────────────────────────

◎閉会の宣告

○副委員長（小倉利昭副委員長） 以上をもちまして、文教福祉常任委員会を閉会といたしま

す。

皆様お疲れ様でした。

（午前１０時４２分）


